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東青山六階節

１ おらがやぁー わっかい時ぃ 弥彦山(やひこやま)ぁ かっついだいの （はぁー どしたぁ どしたぁ どしたぁ）
今じゃ歳ぃ取って まぁーたいのぅーやぁーれぇー
いやさ 担(かつ)がれないの （はぁー どしたぁ どしたぁ どしたぁ）
いやさ 担(かつ)ぅがーぁれぬ いさらやぁー

（すっちょいさぁ すっちょいさぁと すっちょい すっちょい すっちょいさぁと）

２ 親のなぁー 意見とぉ 茄子(なす)びのぉ 花は、いの （はぁー どしたぁ どしたぁ どしたぁ）
十(じゅう)に一(ひと)つも まぁーたいのぅーやぁーれぇー
いやさ 無駄(むだ)は、無(な)いぃの （はぁー どしたぁ どしたぁ どしたぁ）
いやさ 無駄ぁは、ーぁ無い いさらやぁー

（すっちょいさぁ すっちょいさぁと すっちょい すっちょい すっちょいさぁと）

３ 咲いたやぁー さくらぁにぃ なぜぇ こまぁ つなぐいの （はぁー どしたぁ どしたぁ どしたぁ）
こまが いさめば まぁーたいのぅーやぁーれぇー
いやさ 花が散(ち)るいの （はぁー どしたぁ どしたぁ どしたぁ）
いやさ 花が散る いさらやぁー

（すっちょいさぁ すっちょいさぁと すっちょい すっちょい すっちょいさぁと）

４ してもなぁー したがぁるぅ 十七(じゅうしち)、八(はち)は、いの （はぁー どしたぁ どしたぁ どしたぁ）
親もさせたがる まぁーたいのぅーやぁーれぇー
いやさ 針仕事いの （はぁー どしたぁ どしたぁ どしたぁ）
いやさ 針仕事 いさらやぁー

（すっちょいさぁ すっちょいさぁと すっちょい すっちょい すっちょいさぁと）

５ あまりやぁー 長いぃとぅ 踊り子がぁ 疲れるよ （はぁー どしたぁ どしたぁ どしたぁ）
ますは、ここらで まぁーたいのぅーやぁーれぇー
いやさ 一休みいの （はぁー どしたぁ どしたぁ どしたぁ）
いやさ 一休み いさらやぁー

（すっちょいさぁ すっちょいさぁと すっちょい すっちょい すっちょいさぁと）

＊３番の、こまは、跳ね駒の意味 ～ せっかく綺麗に咲いた桜に、どうして跳ね駒をつなぐのか。
全部桜が散ってしまうじゃないか。


